
令和６年度第１回ひきこもり支援連携協議会議録 

 

日    時：令和６年６月21日（金）15時～16時 30分 

場    所：横須賀市保健所第１研修室 

出 席 者：池田彩子、小野公昭、北見万幸(中島構成員代理)、木村芳枝、小菅俊彦、 

小林怜奈、佐藤洋志、島田徳隆、清水千早、鈴木明、行實志都子 

 （敬称略、五十音順） 

欠席２名 

事 務 局：民生局健康部 保健所保健予防課担当者： 菅祐太朗 

     民生局健康部 保健所保健予防課担当者： 知念亮 

１ 開会 

・傍聴０名の報告 

・保健所長より挨拶 

２ 構成員自己紹介 

・構成員からの自己紹介 

３ 座長の選出 

・池田構成員より座長として行實構成員を推薦。行實構成員承諾、他構成員より異議なし 

・選任された行實座長より挨拶 

 

４ 議題（議事進行：行實座長） 

議事（１）について、事務局から説明をお願いしたい。 

〈事務局：菅〉 

※資料2-1、2-2に基づいて説明。 

ひきこもりの支援連携協議会の目的は医療、福祉、教育その他のひきこもり支援に関連する分

野の関係機関の方が連携し、ひきこもりの要因および年齢層等に応じた通り支援を行うこととなっ

ている。今年度は年２回としている。 



これまでの主な意見には、ひきこもりになった後に、医療が途切れてしまう方もおり、医療との

連携が課題という意見。横浜市の調査結果などからひきこもりの方が相談に期待していない。ま

た、女性への支援の必要性が指摘されていたという意見。8050 問題では親の存在の有無で支

援に影響があるという意見の他、情報を届ける工夫として、ひきこもり支援マップやホームページ

の集約化についての意見、人材育成に関する意見などをいただいた。 

続いて、厚生労働省が示しているひきこもり相談支援の流れと諸段階について紹介。周知、家

庭訪問や家族支援などの窓口誘導のための取り組みから始まり、個別の相談支援、そこから本

人の段階的な支援の流れが示されている。また、忘れてならない点として、支援は段階的なステ

ップになっているが、本人の状態や意向はそれぞれ異なるもので経済的自立一般就労への支

援が全てではないということも強調されている。 

続いて、ひきこもり支援の諸段階についての紹介。まず、出会いの段階では本人がなかなか

家から出ることが難しいというところで、家族中心の支援に始まり、そこから家庭内の関係改善に

よって、本人が少しずつ意識が外に向き、個人的支援段階に進む。ここで個別の人間関係の交

流を通して人との信頼関係を築き、続いて居場所などの中間的な集団との再会、その先の社会

参加の試行段階という段階が示されている。 

続いて、スライド P５、６について紹介。こちらは、ただいまのひきこもり支援の諸段階をもとに、

ひきこもりの相談支援の流れや諸段階ごとに支援機関と取組みを整理した。一覧表にすると、本

市では出会いの段階から社会参加の試行段階まで支援を行っている機関が様々あるということ

がわかる。 

続いて、スライド P7 について紹介。こちらは、神奈川県立青少年センターのホームページに

掲載されている横須賀三浦地域の企業等情報を抜粋した一覧表になる。この資料をみると横須

賀周辺には NPO 以外にも個人的な任意団体として活動されているところなど様々な団体がある

ことがわかる。今回資料でつけさせていただいた資料 2-2 には、それぞれの団体の詳細な活動

までまとめた情報を掲載している。各団体の活動の一例をあげると、対象地域などエリアを限定

している団体、反対に全県どこの方も受けているという団体のほか、オンライン相談や講演会を

開催している団体など様々な団体があるということがわかる。本日は、公的機関だけでなく民間

団体も含めながら横須賀市のひきこもり支援を充実させていく方策等について皆様からご意見を

いただきたい。以上これまでの議論の振り返りおよびひきこもり支援状況の説明となる。 

＜行實座長＞ 

それでは、質疑は後ほどで行いたい。続いて、各機関の今後の新たな取り組みについて、資

料に基づき順番にお願いしたい。 

＜事務局：菅＞ 

資料 2-1 スライド P８に基づき「い～～ばしょ横須賀」について説明。神奈川県と共催で巡回



型の居場所事業を 8 月 9 日に開催する。今年度は孤独・孤立を感じる女性を対象としたプログラ

ムを計画している。 

＜小林構成員＞ 

資料 2-1 スライド P９に基づき「お口の無料相談会」について説明。 

初めての取り組みとして、家から出られない方や家族とつながり、皆さんにアプローチするイベ

ントとして、ひきこもりに理解のある歯科医師の協力をいただいて開催する。周知が十分にはでき

ていないが、今後もこうしたイベントを開催していきたい。 

＜清水構成員＞ 

資料 2-1 スライド P 10 に基づき「ひきこもり状態にある方の支援に関するプラットフォームの構

築」について説明。 

大きく分けてウェブサイト構築とフォーラム開催の２つの取組を予定している。今、市の組織だ

けでも生活支援課、地域福祉課、保健所などいろいろ細分化されている。これらの政策の一覧

性とか検索性を向上させ、必要な情報に到達しやすくなるためのウェブサイト作成を行う。現在、

庁内の事業について調査を実施している。もう一つはフォーラム開催。ひきこもり経験のある著名

人の講演会とかを盛り込みつつ、ひきこもり状態にある方やご家族あるいは潜在的なひきこもり状

態にある方が政策につながるきっかけ作りにできればと考えている。オンラインとオフライン両方

で周知を予定しており、いずれも業務委託で行うために事業者選定を進めている。会場の都合も

考えると今年の 10～12 月以降になるのではないかと考えている。今後、ひきこもり支援に関わる

皆様にもご協力いただくこともあると思うのでその際はよろしくお願いしたい。 

＜行實座長＞ 

他に追加のご紹介のある方がいればお願いしたい。 

～意見なし～ 

それでは、ここまでのところで何かご質問のある方がいればお願いしたい。 

＜小林構成員＞ 

昨年度の振り返りのところで、６．７のひきこもり支援マップとかひきこもり支援の一本化というこ

とについて進捗状況がわかれば教えていただきたい。 

＜事務局：菅＞ 

支援マップや支援の一本化という点については、本日の後半の議題の中で皆さんと一緒に考

えさせていただきたいと考えているところ。現時点では、具体的に何か取り組みが進んだという状

態に至ってはいないが、先ほど生活支援課から紹介があったように、ウェブサイト作成は予算の



確保ができており、本日のこの場を通じていい形で進めていくためにご意見いただければありが

たいと考えている。 

＜行實座長＞ 

 他にご質問のある方がいればお願いしたい。 

 ～質問なし～ 

 横須賀市周辺には行政以外にもいろいろな活動をしている団体があることが見えてきた。本日

は情報交換の場でもあるので、ただ今の説明の補足や現在の支援体制の状況等を踏まえたうえ

で、さらに連携を高めるための方策などについて、ご意見がございましたら活発なご発言をお願

いしたい。 

＜鈴木構成員＞ 

先日逗子市の重層的支援会議に参加したが、そこで前回の協議会で私が話をした人材育成

として市内のスタッフの研修をしたらどうかということについて、まさしくそれを行っていた。逗子市

の子育て支援課の保健師の方が具体的な活動や課題を丁寧にわかりやすく紹介していた。庁

内の担当者の方や、関係団体の方も多く参加されていた。学ぶものがたくさんあった。やはり関

係者が力をつけるためには、自分のところだけではなく、連携するところの実態とか、活動内容と

か、困難さとかを教えていただけるような具体的な取り組みが望まれる。 

＜行實座長＞ 

ただ今の話は、市役所の保健師の人の話や鈴木さんのところの話などいろいろと話を出し合

ったということか。 

＜鈴木構成員＞ 

私が参加したときは、保健師の方がヤングケアラーへの取り組みの実践の中で、家庭支援課

で扱っている具体例とか、困難さとかをお話しされていた。それを共有して、最後にそれぞれの

団体の活動紹介をしてという中身だった。こういうのを横須賀でできたらいいなと思った。 

＜行實座長＞ 

今の話からすると、ここの協議会の情報交換をもっと具体的な内容も入れて深めていってはど

うかという話だと思う。今少し意見が出たが、他に意見のある方がいればお願いしたい。 

＜小野構成員＞  

ケアマネジャーの立場で考えたときに、重層的支援整備体制事業の中に包括的相談支援事

業というのがあり、これが年齢分け隔てなく児童から高齢や障害までの相談をできる事業となって

いて、それを地域包括支援センターや障害の相談支援専門員など相談支援に携わる専門的な



支援者が活用して、ひきこもり支援の相談もできるようになるとよいのではないか。地域包括支援

センターは、高齢の方を担当するという偏ったイメージを持たれやすいが、もっと広く地域という

視点で全世代の方を対象に、その中でのひきこもりの方の支援という観点にたち包括的支援事

業を活用できればと思った。 

＜行實座長＞ 

そのあたりは今後の活動の意見交換のところで深めていければと思う。連携のところの情報交

換の部分での意見や感想はこの辺でよろしいか。 

それでは、次の議題に入りたい。 

議事（２）について、事務局から説明をお願いしたい。 

＜事務局：菅＞ 

※資料３に基づいて説明。 

資料 3 は事務局でひきこもり支援の状況を SWOT 分析したもの。本市の強みとして、多様な

相談機関の存在や訪問支援の充実、また、本日のひきこもり支援協議会の協議の場の設置、啓

発のための予算の確保やｱｳﾄﾘｰﾁから就労準備支援までの支援体制が確立しているというような

ことが挙げられる。一方、弱みに関しては、行政側では人事異動等によって支援力の質の維持

や継承の難しさがあること、また、多様な団体はあっても先ほど鈴木構成員からの話にもあったよ

うに、団体間の情報共有や交流の機会というのが少し不足している。そのほか、各機関の機能と

か役割の不明確さや情報発信ツールの不足なども考えられた。 

また、機会については、全国的にひきこもり支援を行う自治体が増え、様々な情報が入りやす

くなっている。様々なところでの研修機会が増加するだけでなく、県によるひきこもり支援が充実

してきていること。その他、オンライン化の進展で家を出なくとも情報が入ったり受けたりできるサ

ービスも増えていることや、市で Web サイトを作成する予定であることなどが考えられる。 

最後に脅威については、今後、不登校やひきこもりが増加していくということで、支援が追いつ

かない可能性があることや、家族や本人の高齢化によって、ひきこもり支援の中に、家族機能低

下や介護など新たな課題も出てくるということが考えられた。 

以上の分析結果を踏まえ事務局で２案を考えた。一つ目は、窓口誘導のための取り組み関係

について。新たに作成する市のウェブサイトや情報発信ツールの検討などを考えた。二つ目は

支援者等の人材育成関係ということ。市の周辺には様々な機関や団体があるが、それぞれの交

流の機会がないという弱みがある。そこで例えば市内の支援関係者の交流会や合同研修会など

を開催し、関係機関の連携強化や支援力の底上げを図ることができるのではないかと考えた。 

続いて、裏面について。こちらは保健所保健予防課の事業を中心にした今年度のスケジュー

ルである。本日は 6 月の第 1 回の協議会にあたる。そのほか、講演会の時期などは流動的なも



のだが、保健所では年 2 回の予算を確保している。こうした既存の予算をうまく活用し、交流会あ

るいは研修会の講師選定など今後の活動に活用できるのではないかというのが事務局の案であ

る。今後の活動について皆さんのご意見やご提案をいただきたい。 

＜行實座長＞ 

事務局から SWOT 分析と今後の活動に関する２案の説明があったが、2 案のうちどちらを選

択するかあるいは両方行うのか、または全く別の活動を行うのか。昨年度に協議会を２回やると

いうことまでは決めたと思うが、そこから、どのようなことをどのようにやっていけばよいのかについ

て皆さんから意見をいただきたい。 

＜小林構成員＞ 

 ひきこもりで困っているのは当事者や家族だと思う。１日でも早く Web サイトをアップしてほしい

し、可視化してほしい。 

＜行實座長＞ 

 新たに作るホームページにどのような情報を載せればよいのかというのはここの場で意見が出

せるのだと思う。当事者やサポーターの方はどのような情報が欲しいのか、どういう画面だと見や

すいと思うのか、これから作るものなので、あったら良いと思うコンテンツなど意見があればお願

いしたい。 

＜池田構成員＞ 

 今の話を受けて思ったのは、どんな情報を入れたらよいかについては、当事者に聞いたほうが

良い。支援者の思いと当事者の思いがずれていることがある。当事業所の利用者になぜうちに

相談に来たのか質問したところ、こちらが意図していないところからつながってきたということがあ

った。そのため、現在各事業所につながっている利用者に聞くのもよいのではないか。 

＜鈴木構成員＞ 

 いま事務局で提案されている Web サイトの構築は生活支援課が行うものと異なるものか。それ

とも、一緒に一つのものを作って横須賀市として発信するという理解でよいのか。 

＜清水構成員＞ 

そうです。 

＜小菅構成員＞ 

ひきこもり支援にあたって、当事者の意見は重要だと考えている。私どもも昨年、保健所で行

っているひきこもり当事者会や家族会を対象に希望する支援についてアンケートしたので事務

局から紹介したい。 



＜事務局：菅＞ 

どんな支援が欲しいですかという趣旨のアンケートだったこともあり、外に出るのが苦手なので

パソコンを使う仕事情報が欲しいというご意見、内職的な仕事の情報が欲しいといいう意見、家

にいてもできる仕事を教えて欲しいという意見があった。保健所の当事者会に参加されている方

へのアンケートだったので、居場所に来たその先の就労やパソコンを使う関係の情報を知りたい

方が多かったのだと思う。 

＜小菅構成員＞ 

保健所として改めてどういう情報が欲しいかアンケートを行うことも可能。また、皆さんの事業所

の利用者にアンケートをしてみて保健所で集約して皆さんにフィードバックをすることもできる。 

＜行實座長＞ 

ありがとうございます。Web を作るうえで、当事者の方が嬉しい情報や便利だなと思う情報を教

えてほしいという聞き方をしたほうが相手もイメージしやすいと思う。 

＜池田構成員＞ 

新たに作る Web サイトは、例えば単に支援機関の窓口一覧を掲載するだけのものなのか、そ

れともひきこもりの方が多く就いている仕事や税金の支払いなど生活上で役立つ情報などが掲

載されているサイトなのか想定を教えてほしい。 

＜清水構成員＞ 

基本的には、市役所でバラバラにいろんな施策の Web ページを作成しているところに「こうい

う支援が欲しい人だったらこういう施策」という WEB ページへのリンクを張ったインデックスを作る

というイメージ。ゼロから莫大な費用をかけて構築できるほどの予算はないため、今おっしゃった

ような生活上のＴｉｐｓみたいなものをコラムとして入れるとかっていうのは考え方としてはあり得ると

思うが、予算等の範囲内でできるかどうかの兼ね合いになる。 

あと私も意見を聞きながら考えたのは、Web のタイトルについて、当事者の方が Web を検索し

てアクセスするときに、どういう検索ワードでアクセスしてくるかは正直わからない。役所側とか支

援側は、ひきこもりっていう属性で看板を配置するが、当事者がどういう名前だったら Web でアク

セスする可能性が高まるのかというのも併せて意見をいただけると、当事者の方に PR することが

できるものになると思う。いろんな言い方があるが、ご自分でひきこもりだと思っていない方もい

る。でも、そういう方も何らかの支援を受けたいとか、相談したいとか、居場所に行きたいとか、自

分でわざわざひきこもりのサイトに行こうって思うものなのか、どういう切り口でタイトルなり検索ワ

ードがあるといいのかということもアンケートしてもよいと思った。 

＜鈴木構成員＞ 



 ひきこもり支援を検索するときに本人が検索することは少ないと思う。基本的に親御さんが一

番。そのため、親御さんや家族から助けてっていうことで来るので、その辺がまずは対象になる

だろう。もちろんひきこもりの人が自分のことを検索する人もいると思うが、多くが家族や保護者と

かそういう方が何とかしたいということで来ると思う。 

＜清水構成員＞ 

家族がいる方もいない方もいると思うが、いる方は家族から行政機関なりを探してっていう可能

性はあると思う。もう一つは潜在的にひきこもり状態にある方もいて、そういう方の中で８０５０、６０

４０ということで顕在化してくることもある。そういう当事者本人の中で、このままじゃ何となくまずい

よなと考えている方が、ゲームやインターネットなど、何かをきっかけでアクセスできる可能性がち

ょっとでも高まれば支援につながる人が増えると思う。ひきこもりの家族向けの情報という課題も

あったが、プラス何かそういうキーワードみたいな、魔法のような言葉はないと思うが、ちょっとでも

全体的として支援の窓口と関わる機会が高まればいい。 

＜島田構成員＞ 

市役所のホームページっていうのはいわゆる検索内容を分析できるのか。 

＜清水構成員＞ 

広報課などで各ページのビュー数などは調べることができると思う。例えば保健所のひきこもり

支援や生活支援課のひきこもり相談のページに関する１月当たりの検索数などはわかると思う。 

＜小菅構成員＞ 

島田構成員の事業所では、どのような検索がなされているか把握している情報はあるのか。 

＜島田構成員＞ 

ひきこもりで検索してこられる方は少ない。ひきこもりに関していうと、いろいろな機関から紹介

されてくる方が多い。例えばチラシを見て近くにあるからという理由で来る方がいる。検索につい

ては、不登校は一定程度いるが、ひきこもりで検索する方は少ない印象。一方で当事者の方が

来られるパターンは、ほぼひきこもりで検索してくる方となる。ご家族が高齢でインターネットリテラ

シーについて難しさがあり、インターネットで探して相談につながるのは少ないのかもしれない。

直接確認したわけではないが、そういう印象がある。 

＜池田構成員＞ 

 実際にやったことはないが、どんなキーワードで検索してたどり着いてきたかというのは調べれ

ばわかると思う。個人的な意見になるが、一部の方に聞き取りした限りでは、当事業に来所される

方は、自分で「ひきこもり」で調べたという方が多い。ネット見て予約したという方にどんな検索ワ

ードで見つけたのか聞くと「ひきこもり」っていう方が結構いる。私が興味深かったのは、「ひきこも



り」で検索してもたどり着く先は就労支援のところにきたというところ。ひきこもり支援で検索するけ

ど、就労支援のところにくるんだと。もちろんそうではない方もいると思うし、どちらが多いのかは

わからないが、ひきこもりっていう自覚があって調べて、何とかしようって思っている方々は、いろ

いろ出てくる種類の中で就労を選ぶという点が面白いなと感じている。 

＜島田構成員＞ 

池田さんところは就労支援がメインのところで、横浜市の場合は地域ユースプラザとか居場所

のところにつながる方もいるかもしれない。 

＜池田構成員＞ 

おそらく、そういう方もいるだろう。比べてないので何とも言えないが、どう調べた人がどこに行

くのかということについて、ひきこもりで調べた方がど真ん中のひきこもり支援に行くのか、意外と

就労に流れてくるのか、ひきこもり支援のど真ん中にいる人の検索ワードが意外とひきこもりでは

ないかもしれないとか、わからないことも多いが面白い視点かもしれない。 

＜行實座長＞ 

難しいところだと思う。皆さんのところの現状のホームページがどんなキーワードで来られてい

るのか調べてみたり、各機関で検索内容をチェックしてみたりすると、どんなキーワードがよいか

見えてくるかもしれない。 

＜小林構成員＞ 

 うちは唯一、当事者の親としてひきこもりというのを認めざるを得ない状況の者として、ひきこもり

っていうワードが適していると思う。 

＜行實座長＞ 

 戦略 1 について WEB をどういう風にしていくのかという話がでてきた。しかし、実際に当事者に

聞いてみないとわからないことも多く、今までの Web を見てみないとわからないことも多いと思う。

そのあたりを皆さんにみていただいたうえで教えていただけると、今後の議論を進めていくうえで

もありがたい。 

＜事務局：菅＞ 

Web サイトに関連した内容として、今回資料 2-2 として神奈川県の青少年センターのホームペ

ージの情報をつけさせていただいたが、このような行政以外の民間団体のまとまった情報は現状

で市として把握しているものはない。実際こういう情報が求められているものなのか、行政ではわ

からない部分も多く皆さんのご意見をうかがいたい。 

＜島田構成員＞ 



この情報は県の青少年センターと協力しながら作ってきたもの。これを基にして不登校のﾌﾘｰｽ

ｸｰﾙの情報も掲載している。私たちからすると行政からの情報発信は信頼性が高く、紹介しやす

い。当事業所にはつながりにくいなと感じる方に、まずはここを見てくださいと説明しやすいし、こ

こをきっかけにどこかにつながってくれたらよいと思う。毎年情報を更新しており、行政がこうした

情報を出してくれるのは、私たちとしては心強い。 

＜行實座長＞ 

行政が情報を出してくれるのは見る人にとっては安心感がある。民間の Web を作っている会

社の人の話ではワンクリックかツークリック位までしか見ないという話を聞いた。よほど熱心に探そ

うとする、研究者とかみたいに深く検索していかないタイプの人にとっては、一つの画面から次の

画面を見て、さらに次の画面に進むということは起きにくい。そのため、少ないステップですぐに

欲しい情報を伝えられるかというところは大きい。 

＜池田構成員＞ 

こういう情報を見て相談機関等を調べる方は、結局違いがわかりづらいとか、いろいろあっても

どこを選んでいいかわからないということがあると思う。そのため、なかなか統制を図ることは難し

いとは思うが、リンク先となる各団体がトップページにそれなりにわかりやすいものを作成してもら

うというのが大事だと思う。もう一つは、どこに行っても合わなければ適切なところに繋ぐよってい

うメッセージが前面に出ていることも必要だと思う。自分で自分の状態にあう正しいところを選ば

なきゃいけないというプレッシャーを感じている方もいるように感じている。そのため、例えば１つ

の相談先に行ったとして、仮にそこが合わなくても、もっと適切なところがあったらちゃんと紹介す

るよ。お互いそういうことができているということが、サイトのトップページでわかると安心を感じて

いただけるような気がする。 

＜行實座長＞ 

大切な点のご指摘をいただき感謝申しあげる。自分で探して選ぶというのは情報を把握する

のが難しくわからないことも沢山あるだろう。各団体のサイトが同じようなことを書くのではなく、顔

が見えるというか、何かの雰囲気が見えるような構成になっていると選びやすいのではないか。 

＜鈴木構成員＞ 

自分がひきこもりだとして、ひきこもりの方の中には年齢、障害の有無、貧困など複合的な課題

を抱えている人もいる。そういう状況の中で適切な場所を選ぶというのはなかなか難しい。限られ

たページ数の中でやっていくとすれば、例えば横須賀市の就労でやっている「ごきんじょぶよこ

すか」がある。横須賀の地図が載っていて番号が振ってあってそこに自分の家から近いところか

ら仕事を探してみようというもの。そこのホームページがぱっと出て中身が出るような、そういうよう

なリンクの仕方みたいなのはどうか。各自の団体の情報をすべて掲載するのは現実的ではない

ので、やっぱりそこから飛んでいく。大元は市役所で管理して、信用性を担保しながら、詳細の



情報についてはそれぞれの団体のページに行くという方法。そういう方向でするのがいいかなと

思う。行政と民間団体でアイコンの色を変えるなど色々な工夫もできるだろうし、面白いのではな

いかと思う。 

＜行實座長＞ 

いろんな Web に関しての意見が出てきたが、案２についてはどうしていくのか。スケジュール

から考えたとして、今日皆さんのお話をいただいた後の進め方として、出てきた意見を行政が中

心にやっていただくのか、それとも皆さんにもワーキングっていう形で手伝って一緒に進めていく

のか。第 2 回が多分 12 月か 1 月ぐらいになると考えているが、実際に私達がワーキングをする

っていうよりかはご意見を一つでも多く出すことがポイントになる。改めて、窓口誘導のための取り

組みに絞るのか、他も考えていくのか、皆さんからご意見をいただきたい。 

＜島田構成員＞ 

資料 3 のスケジュールの中で個別テーマの WG の開催とあるがここが研修会とかに当たるよう

なイメージでよいか。 

＜事務局：菅＞ 

研修会は保健所の通常業務として毎年行っているもので、家族会の保護者および支援者向

けの講演会と市民向けの講演会をやっている。今年も実施する予定であるが、その研修会で確

保している予算を活用して新たな取り組みを実施することができるのではないかと考えた。当然

やるべき仕事ではあるが、より良い形にできるのであれば皆さんの意見を踏まえながら、アレンジ

できるという意味でこの表に掲載させていただいた。時期も例年のスケジュールを見本にしてい

るが、時期をずらして実施することも可能である。 

＜鈴木構成員＞ 

具体的な提案として、市民向け講演会はこれまでの流れがあり期待されている部分もあると思

うのでそのままにしておくのはどうか。戦略２の人材育成については、新たに日程を設定して実

施するのは難しいと思う。そこで、次の協議会の際に、会議時間は１時間ぐらいにして、その後に

各事業所のスタッフも複数人参加してもらい、例えば、横須賀のひきこもりの全体像を話すという

ような共通のテーマを決めて、参加者に話をしてもらい、それをみんなで共有する時間を作ると

いうことであればできると思う。今の協議会のメンバーで行うよりも、各団体から複数の人が参加し

て勉強する、そいういう広がりみたいなものから始めるのがわかりやすいのではないか。ここの関

係者以外にもひきこもり支援に携わっている人という形で一般募集するのもよいかもしれない。 

＜小菅構成員＞ 

今のご提案は協議会を行い、その後に研修みたいなものを合わせて行うイメージでよいか。 

＜鈴木構成員＞ 



そのとおり。別日にすると日程を合わせるのが難しいと思う。 

＜小菅構成員＞ 

別日にすることは不可能ではないので、必要があれば検討できると思う。また、研修に関して、

具体的にイメージしている内容についてうかがいたい。 

＜鈴木構成員＞ 

私は、１つ団体の講演会ではなく、若者サポートセンターや NPO の島田構成員の団体や私

の団体など３つくらいの団体が、20 分とか時間を決めて各々の取り組みや力を入れていること、

困っていることなどを話すということをやってはどうかと考えている。 

＜池田構成員＞ 

私の場合、横浜市内だとどの団体がどんなことをしているのかっていうのは把握しているが、

横須賀市については、横須賀市の利用者がいる割には地域の団体について存じあげていない

状況にある。そのため、今みたいなお話は支援がつなぎやすくなるっていう意味では非常に役

に立つと思った。就労の段階になって横浜で出てくる方なら当事業所をご紹介いただいてもい

い。先ほど申し上げたように、ひきこもりと思っていている方でも就労のところにくる方もいる。ただ

そうした方とお話する中で、もうちょっと手前から相談したほうがよいだろうと戻ることもある。そのと

きに地域で通いやすいところをご紹介できたりもするしそういう意味ではとてもいいと思った。 

 それともう一つ、今の案は連携の強化という観点での研修だが、人材育成となると、確か私が昨

年度そういうものも大事だと申し上げたかもしれないが、どこを大事にするかを考えなければなら

ない。例えば繋ぐ力みたいなものを上げていきたいのか、それとも本人とひきこもり当事者との関

係づくりの力みたいなところを上げたいのか、焦点をあててどんな人材がいると良いのか、あるい

は最低限ここはみんな共通したいみたいな、ターゲットの人材像というか最低限ここはみたいな

のがあると取組みやすいのではないか。あとは各団体が違うとなると、各団体でその活動に取れ

る時間や従事する人がボランティアかそれとも常勤の人かなど、いろんな違いがあると思う。そう

いう中で横須賀市としてもっといてほしい支援者の像について話し合うことは価値がある。 

＜行實座長＞ 

人材育成ということで考えると、ひきこもりの支援っていうのはどこを大切にしていけばいいの

かというポイントを多くの人達に知ってもらうことによって、地雷キーワードを踏まないようにすると

か、支援の中でしんどい時にどう対応していけばいいのかとか、実際に関わっていらっしゃる方

たちからお聞きするというのもありなのかなと思う。その中で、どういう活動をしているのかなって

いうのを鈴木構成員がおっしゃったような、各団体でこんな活動していて、ここをキーワードとして

一緒に考えていこうとか、こうしてもらいたいという話も出てくるだろう。ひきこもりの人たちは若い

世代もいるが半数は 8050 など年齢層が高くなってきている。そういう人たちの支援というところで

は、ハローワークとか就労というところの相談も関わってくる。また、不登校というところからそのま



まひきこもりになってしまったということもある。何かきっかけさえあれば出て行きやすくなるのに、

そのきっかけがわからないということもテーマになり得る。あるいは、人材育成として専門職の話

ではなく、当事者に自分が外に出られるようになったきっかけについて語ってもらうなど私たちが

学ぶポイントはいろいろとある。今ある予算をどう活用していくかということを皆さんと検討していけ

ればよい。 

＜小林構成員＞ 

Web とかの情報発信はいつをお尻にするのか、それによって動きが変わると思うがどう考えて

いるのか。 

＜清水構成員＞ 

予算上としては令和 6 年度のものなので、3 月 31 日までに出来上がっている状態。今年度分

の保守管理料も含めて予算化している。イメージとしては今年度にフォーラムをやるので、それ

に合わせて Web サイトもリリースし、アクセスしてくださいねっていう打ち出し方が一番潜在的な

方も含めて、訴求力があると考えている。実際にリリースするのは年明け 1～３月のどこかでという

形になるかもしれない。フォーラムの前に Web サイトをリリースして、その後にフォーラムを開催

するのでは効果を考えると訴求力が落ちると思う。そのため、先ほどのような意見をいろいろいた

だいた上で、どのようなコンテンツというものを盛り込むか、どういう見せ方がいいのかっていうの

を委託業者とも皆さんとも詰めていきたいと考えている。 

＜行實座長＞ 

年内を目途に 1 月か遅くとも２月くらいにできるとよいというところか。それでは、本日の検討内

容について、今の Web についての話だけとするのか、それとも研修やその内容まで検討してい

くのか、皆さんの考えをうかがいたい。 

＜木村構成員＞ 

資料の 2-1 の令和 5 年度の振り返りの 2 番目のところで、ハローワークはひきこもりが見えづ

らいという意見があった。この点について、ハローワークの就労支援においては、ここの資料の

2-1 の 4 のところで、ひきこもりの諸段階でいうと就労支援の段階というところにあたり、どうしても

ひきこもりというのは見えづらいのが現状。先ほど研修について話がでたが、例えばつい先日

も、仕事を探したいということで認知症と思われる方が来所されたのだが、その際に、若い職員で

対応方法がわからず苦労した出来事があった。結局、地域包括支援センターを紹介したのだ

が、その具体的な出来事から、私達職員がどういう機関がありどういう形で関わりを持てばよいの

かということについて、対応した部門の方でもいろいろな研修をやる必要があるという話が出たと

ころ。実際にハローワークでは労働局が所管している神奈川県内の若者サポートステーションに

ついて、そこがどういう仕事をしていて、どういう形で紹介したらいいのかというのを職員対象にオ

ンライン研修をやっていただいている。研修については私達職員の理解が深まる機会があるの



はとてもありがたい。 

＜行實座長＞ 

研修という形を考えた場合に、どういう内容がいいのかについて、それぞれ意見をいただい

た。今年度はどこに焦点を置いた研修をしていくのがよいのか。もちろん今年で終わりの話では

ないと思うが、今年度はどこに向けての研修がいいのか、来年度はどうするかっていうところが出

てくる。本日のまとめに入りたいと思うが、皆さんのなかでご意見のあればお願いしたい。 

＜池田構成員＞ 

確認となるが、Web サイトについて予算を確保しているが、人材育成とか研修の方でも予算が

あるということか。 

＜小菅構成員＞ 

そのとおり。 

＜行實座長＞ 

Web サイトは生活支援課、研修は保健所と予算の出どころは異なるがそれぞれ確保されてい

る。研修の方は保健所として毎年確保されているものについて、今年度は皆さんと内容を考えて

いくこともできる。私達から特別に意見を出さなければ、例年同様に保健所の中で考えて実施し

ていただくことになる。 

＜小野構成員＞ 

高齢の方の立場のところで言わせてもらうと、ケアマネジャーはひきこもりに関して全然ピンとこ

ない人もいる。私自身は相談支援専門員とか障害の部分で携わっていたし、私自身もひきこもり

の経験があり、興味もあり、こういった会に参加させていただいている。しかし、世の中で 8050 と

騒がれていたとしても半数以上のケアマネジャーは、そこまで知識もなく興味もなく、どうやって

対処していいかわからない、どこに相談したらいいのかわからないというのが現状。そこに、今回

私がこういった役割を担ったので居宅介護支援事業所連絡協議会の方には、年齢関係なく、こう

いうことがあるということを発信していこうと考えている。直接的に関わる可能性があり、そうした際

のキーとなるケアマネジャーがひきこもりに関して知識がない状態というのは問題がある。しかし、

そういった研修があってもケアマネジャーは全然興味がなく検索も参加もしていない。そのため、

もし研修があるならば、相談に関わっている人たちが関わり方を学べるような、どういったアプロ

ーチをしたらいいのかということを学べる研修があるといい。相談を受けるケアマネジャーとして

は、属性関係なくホスピタリティを大切にして、利用者さんが今こういう状態にあることを理解し、

自らが持っている知識を情報発信して、情報提供して、プレゼンテーションして選択できる幅を

広げていくというのが私達の役割だと思う。情報提供の大切さや 1 人ではないという安心感を与

えていけるような、人間性をしっかり持って取り組んでいくことが大切。もちろん、居宅介護支援事



業所連絡協議会でもそういう研修をやっていこうという話が出ているが、相談の入り口として、当

事者のことを考えられるようになる研修があり、そういったものを行政機関がやってくれると関係者

に声をかけやすい。 

＜行實座長＞ 

 研修の内容について構成員の皆様から様々な案が出されたが、それに関しては保健所で検討

いただくことでよいか。 

＜小菅構成員＞ 

本日、皆様から様々な意見をいただいた。講師の都合等もあるため、必ずしも全ての期待に

沿えるかわからない部分もある。座長にも相談させていただきながら事務局で考えたい。 

＜行實座長＞ 

それでは、そろそろまとめに入る。Web サイトに関しては今年中ぐらいを目安に 12 月か 1 月ぐ

らいを目安に完成させるためのコンテンツということで、皆さんからご意見いただいた内容をどう

入れられるのか、また確認しなければいけないところに関しては、皆さんのご協力をいただきな

がら、コンテンツの作成に移っていきたい。２案目の人材育成については、皆さんからいただい

た意見をベースに事務局で検討していただく形にしたいがよろしいか。 

～異議なし～ 

＜行實座長＞ 

また、今年度の協議会は 1 回から 2 回という形で示させていただいているが、本当に 2 回でよ

いか。無理に集まろうというわけではないが、3 回目が必要ではないかとか、今回は第 2 案まで

だが第 3 案を作りたいという考えがあり、回数を増やしたいとか、皆様の中でご意見があればお

願いしたい。 

＜島田構成員＞ 

今年度のスケジュールを見たときに、2 回目までに間があるので、ちょうど中間ぐらいにもう 1

回ぐらい会議を実施してもよいのではないか。 

＜小菅構成員＞ 

次の第 2 回までの間のところについては、皆さんに集まっていただくのも負担が大きいため、

全員が集まるという形ではなく、個別にちょっとご意見いただくような形を考えている。例えば、情

報発信であれば小林構成員に個別に相談させていただきながら進めていき、その経過を皆さん

にフィードバックするみたいな形でやらせていただくのはどうかと考えている。また、本日のような

各団体の代表者の方に出席いただくのではなく、実務を担当される方に、担当者レベル同士で

話をさせていただきながら連絡を取り合い、最終的に年 2 回の全体会議で報告していく方法もよ



いのではないかと考えている。 

＜行實座長＞ 

 ただ今の小菅構成員の意見についてご意見ある方がいればお願いしたい。 

～異議なし～ 

＜行實座長＞ 

それでは、具体的な内容については小菅構成員がご提案されたような形で皆さんの意見を聴

きながらやっていきたい。ここで、議題 2 までを終わりにしたい。 

  続いて議題３のその他について、皆さんからご意見ある方がいればお願いしたい。 

＜小林構成員＞ 

当事者の親としては、12 月 1 月あたりにまた集まるだとか、フォーラムのときに Web を増やす

という点については、半年後ではなく、1 日でも早く情報が欲しく、急いで欲しいというのが本音。 

  また、本日の資料等については、個人的に他に情報提供することが可能なものか確認した

い。例えば、SNS などで個人的に紹介したり印刷して当事者とか必要な方に配ったりすることは

可能か。 

＜小菅構成員＞ 

  この会議は公開の会議で資料を公開し、ホームページに議事録もアップする。そのため、必

要な方に情報提供していただくことは問題ない。 

＜行實座長＞ 

  資料については、出せるところにはどんどん出していって構わないということ。 

続いて議事（３）について、事務局から説明をお願いしたい。 

＜事務局：菅＞ 

参考資料３に基づき「ハートフルフォーラム」について説明。教育委員会支援教育課が主催で

今月の末に開催予定のイベント。本日ご参加の方も出席されるが、予約不要、出入り自由とのこ

と。興味があれば、皆様に参加いただきたいと考え報告した。 

＜小林構成員＞ 

 不登校に関連して 10 月 5 日にも「不登校児童・生徒、高校中退者等のための不登校相談会・

進路情報説明会」が総合福祉会館で開催予定とのことで情報提供させていただく。 

＜行實座長＞ 

 それではその他の内容に関しては座長と事務局に一任していただいて進めていきたい。 



＜島田構成員＞ 

先日、横須賀市長が議会でご自身のひきこもり体験を話されていたが、それがすごく心に刺さ

った。横須賀市のひきこもり支援のスタンスとして、理念的なところを市長の答弁のエッセンスみ

たいなものが取り出せたらいいと思った。 

＜小菅構成員＞ 

 本市の市長は３月の議会において、藤野議員からの質問に対してひきこもりに関する熱い思い

を語っていらした。ただ一方で、行政では限界があるということもおっしゃっていた。市長はひきこ

もりの分野について高い関心を寄せられているため、その辺についても考えていきたい。 

＜島田構成員＞ 

市長が言っていた行政には限界があるということについては、当事者たちも共感があり、役所

なんかに世話になりたくないっていう人たちも非常に多いと思う。支援をする立場として、いつで

も門戸を広げておくことが大切。そういうスタンスがあることを伝えられるし、市長の答弁の中には

そういったエッセンスが含まれている感じがして、訴えかけられている感じがした。 

＜小菅構成員＞ 

市長はひきこもっていてもいい、ひきこもっていることが悪いことじゃない、自分らしく生きれば

それが一番いい。ひきこもりについて変に差別するとかではないということを熱く語られていた。 

＜行實座長＞ 

ひきこもりは悪いわけではなく、その人の現在の状態であり、自分を守るためにひきこもってい

るなど、いろいろな状態がある。貴重な情報提供をいただき感謝申しあげる。他に情報提供ある

方がいればお願いしたい。 

＜島田構成員＞ 

不登校の保護者兼支援者向けに本を執筆した。私どもの団体で販売しているので、もしよろし

ければ読んでいただければ幸い。 

＜行實座長＞ 

他に意見等ないようなので、本日の議事はこれにて終了したい。議事を事務局にお返しする。 

＜小菅構成員＞ 

長時間にわたり議事進行いただき感謝申しあげる。第 2 回は 12 月か 1 月頃を予定している。

できるだけ早めに日程を決定し、お知らせしたい。これをもってひきこもり支援連携協議会を終了

とする。 

以上  


